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技術の特長

広域EBSDによる結晶組織、集合組織評価と組成分布、材料特性とを組み合わせ、アルミニウム合金
接合部をはじめとする広域の組織変化をとらえ、マルチスケールでの材料解析をサポートいたします。

アルミニウム合金FSW継手のEBSD組織解析

Cat.No 3D2J-005-00-251104

● 自動車用材料では従来の鋼板に加え、アルミニウムも使用が拡大しています。アルミニウムの大型部品や接合継手に対
して、広い面積を細かいステップで高速測定出来る「広域EBSD」を活用することにより、接合部のひずみ分布や結晶方位
を広範囲で詳細に解析できます。また、その対象領域の硬さ等の特性評価と組み合わせて、接合部全体の特性評価にも
活用できます。

A5052P-H112、t=5.0mmのFSW接合部断面の硬さ分布とEBSD測定結果

FSW接合部のオニオンリング部のEPMAマッピング結果

● 広域高速EBSD分析の特徴

・ マクロ特性と組み合わせて全体の特徴を評価 ・ 対象領域を抽出し、より詳細な分析・解析実施

EBSD : Electron Backscatter Diffraction

5000系アルミニウム合金FSW継手の組織と硬さ分布の例
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オニオンリング

各組織の特徴（AS)
 攪拌部（SZ）

ひずみ少(KAM値低）、組織微細、硬度高
   熱加工影響部（TMAZ）

ひずみ大（KAM値高)、組織一部粗大、硬度中
   熱影響部（HAZ）

ひずみ小(KAM値低)、組織粗大、硬度低HAZ TMAZ SZ

オニオンリング部の元素分布可視化

0.2mm

5×15mm領域の
 広域EBSDマップ
(2μmピッチ)

 下段はそのまま拡大

Mg Si O FeAl

0.5mm

FSW組織全体の特徴を評価


